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緒 言

カキ 太秋 は大玉で高品質な中生の完全甘ガキ品種として最近日本で普及してきた．しかし，
太秋 には雌花と雄花が着生し，雌花の着生が少なくなりやすい欠点がある ）．既報では環状は

く皮の簡便な処理としての側枝ごとに針金の被覆線による結縛処理がカキ 西条 および 前川次



郎 の当年の果実発育を高め，果実品質を向上させるとともに，翌年の着花を良好にし，果実収量
に好結果をもたらすことを示し ），西条 の満開前結縛処理によって枝葉の炭水化物の蓄積を高め，
そのことが果皮色や糖度が優れ，果実重が顕著に増加することを示した ）．また，前報 ）では 太
秋 と 富有 の満開前結縛処理による果実肥大と成熟の促進には 月中旬および 月以降の細胞
肥大が関連することを報告した．雄花も雌花も着生する品種として， 西村早生 に対する側枝結
縛処理では幅 の環状はく皮と同等に果実肥大と品質を高め ），さらに，翌春には雌花着生枝と
雌花数の増加に環状はく皮以上の顕著な効果を示したこと ）を報告している．
しかし，雄花も雌花も着生する 太秋 における結縛処理が果実の成長と花芽形成および翌年の
雌花および雄花の着生に及ぼす影響は十分明らかになっていない．本研究では 太秋 の満開前の
年枝結縛処理が当年の果実の成長と翌年の雌花および雄花の着生に及ぼす影響を調査した．

材料および方法

年に本学農学部に植栽の 年生 太秋 樹と高接ぎ 太秋 樹を供試した．結縛処理は満
開前（ 月 日）に外径 の被覆線を用いて被覆線の半分が食い込む程度に 年生枝の基部か
ら 上部に行った．被覆線は 月 日に取り外した．なお， 年生 太秋 の結縛処理区と無処理
の対照区にはそれぞれ 本と 本，高接ぎ 太秋 の結縛処理区と無処理の対照区にはそれぞれ
本と 本の 年生枝を用いた．満開は 年生 太秋 は 月 日，高接ぎ 太秋 は 月 日であっ
たが，自然受粉（ 禅寺丸 混植）とし，満開時に着花枝当たり 花に摘花し， 週間間隔で結果率，
果径を調査した． 月 日に摘果し，両区の葉果比を 程度に調整した． 月 日に 年生 太秋
と高接ぎ 太秋 の対照区 年生枝内で新しょう長が約 の発育枝と着果枝の先端から第 位葉の
葉身長，葉幅長，葉面積，新鮮重，乾物重を測定し，比葉重（葉面積 当たりの葉乾物重）と葉
の乾物率を算出した．果頂部のカキカラーチャート値（農林水産省果樹試験場基準） の果実を成
熟適期として，個別に随時収穫し， 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の結縛処理区と無処理の果実それ
ぞれ 果ずつ果実品質を調査した． 年の春に前年処理した 年生枝の先端から 本の結果母枝
について，萌芽期と新しょう数，雌花と雄花花房それぞれを着生した新しょうの数を調査し，雌花
と雄花花房の着花枝率を算出した．また，雌花と雄花花房数および満開時の雌花と雄花の中心花と
側花の花重を調査した．

結 果

年生 太秋 および高接ぎ 太秋 における 年枝結縛処理の被覆線除去直後の 月 日に形
成された溝は 月 日頃には癒合組織で覆われた． 年生 太秋 の 月 日における結果率は対
照区で ％，結縛区で ％であり（ ），結縛区の生理落果は対照区より少なかった．高接ぎ 太
秋 の 月 日の結果率は対照区で ％，結縛区で ％であり，結縛区は対照区より高かった．
年生 太秋 の果実横径（長径）の大きさは 月 日以降， 月 日までの期間において結縛区は
対照区に比べて大きく（ ），高接ぎ 太秋 の果実横径（長径）も 月 日と 日および，
月 日以降の期間において，結縛区は対照区に比べて大きかった（ ）．

年生 太秋 の 月 日における結縛区と対照区の発育枝（長さ ）の先端第 位葉の大きさ
には差違がなかったが，結縛区の葉乾物率および比葉重は対照区に比べて高く，対照区としては高
接ぎ 太秋 の葉の大きさと比葉重は 年生 太秋 に比べて高かった（ ）．収穫果実において，
成熟適期（カラーチャート値 ）の生育日数は 年生 太秋 では，結縛区は対照区に比べて， 日
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短く，高接ぎ 太秋 でも結縛区は対照区に比べて， 日短かった（ ）．結縛区と対照区との
成熟適期果実の大きさ，果肉硬度，糖度の値は 年生 太秋 ，高接ぎ 太秋 ともに差違はなかった
（ ）．なお，高接ぎ 太秋 の果実は 年生 太秋 に比べて大きく，糖度が高かった．

年において，前年に 年枝結縛処理を行った結縛区と対照区の萌芽時期と雄花と雌花の開花
および満開期には差違はなく，高接ぎ 太秋 の開花期は 月 日， 年生 太秋 では 月 日であ
り，雄花の中心花は雌花の 日前に開花し，雄花の側花は中心花の 日以降に開花した．高接ぎ 太
秋 雌花の満開期は 月 日， 年生 太秋 雌花の満開期は 月 日であった．結縛区と対照区の
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先端から 番目と 番目の結果母枝（ 年枝）から発生した新しょうの雌花の着花枝率は， 年生
太秋 の結縛区で ％であり，対照区の ％より高く，高接ぎ 太秋 の結縛区で ％であり，
対照区の ％より高く，雄花花房の着花枝率も 年生 太秋 では結縛区が対照区よりも高かった
が，高接ぎ 太秋 では対照区が結縛区よりも高かった（ ）． 年生 太秋 ，高接ぎ 太秋 と
もに結縛区の雌花数が対照区よりも多かった．雌花および雄花中心花の花重は結縛区と対照区で差
違はなかった（ ）．

考 察

本調査で用いた 年枝結縛処理では満開 週間前に の被覆線を 年枝の基部から の位
置で締め付け（深さ ），処理 ヶ月後（ 月 日）に取り外した．取り外し時に の深さ
の溝が形成され，その後 日後の 月 日には溝は癒合組織で覆われた．従って， 月 日から
月上旬までの期間では処理部師部組織は分断された状態になっていると想定され，処理上部の葉で
形成された同化物は処理した 年枝内の果実，葉，葉腋の芽に多く転流していると考えられた．そ
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のことは，結縛処理区では対照区に比べて 月の結果率（ ）および 月の果径の値が高かっ
たこと（ ）から推定された．
結縛区では 月 日の葉の乾物率，比葉重が高かったこと（ ）から結縛処理上部では同
化物質の蓄積が維持され，そのことは 月から 月にかけての果実肥大と成熟促進に関連すると考
えられた．また，結縛処理区の翌春の雌花数が対照区に比べて多かったのは夏季の雌花形成が結縛
区で優れ，同時期での葉の乾物率が結縛区で高かったことによると想定される．満開前側枝結縛は
西条 の果実成長第 期と第 期における果実発育を促進し， 月から 月における葉の乾物率
と炭水化物の蓄積を高めたことが報告されており ）．本調査の高接ぎ 太秋 の結縛処理による 月
から 月における果実発育の促進は 西条 の場合とほぼ同様と考えられた．
本調査では果頂部のカラーチャート値 を成熟適期として随時収穫したが， 年生 太秋 の結
縛区は対照区に比べて 日，高接ぎ 太秋 では 日生育日数が短かったことより， 年枝の結縛処
理は被覆線を ヶ月後に取り外した処理であったが，処理枝内の果実の成熟が促進していると考え
られた．これまでの側枝結縛においては， ヶ月前後で被覆線を除去しており， 年枝結縛におい
ては処理 ヵ月後の早めに被覆線を除去した方が枝折れの危険を回避でき，成熟促進の処理効果も
可能と考えられた．本報の成熟適期の糖度は高接ぎ 太秋 の結縛区で ，対照区で であり，
一方， 年生 太秋 の結縛区では ，対照区で であり，高接ぎ 太秋 の糖度が優れた．こ
の差違の要因として，高接ぎ 太秋 の葉は 年生 太秋 よりも大きく，また，乾物葉重率と比葉重
も高かったことと関連すると考えられた．本調査では 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の結縛区と対照
区の両区ともに完全種子数が少なかったが小さな不完全種子がかなりみられたこと（ ）より，
完全種子の少ない要因として，早期の種子の発育不全が関連する可能性があり この点さらに研究
が必要である．
翌春の 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の結縛区の雌花着生率ならびに雌花数が対照区に比べて多

かったこと（ ）は 月 日の結縛区における葉の乾物率と比葉重の増加と関連し，雌花花
芽の分化・発育を高めたことと関連すると推定された． 西村早生 の 年枝に満開前および満開時
結縛処理を行った調査 ）では，両結縛処理は新しょうと葉の成熟を促進することにより，花芽分化
は早められ，花芽数は増加している．本調査では雄花着生率は高接ぎ 太秋 の対照，結縛両区とも
に高く， 年生 太秋 では結縛区が対照区よりも高く（ ），結縛処理の雄花形成への影響は
樹体により異なったが，結果母枝の先端から離れた中位から下位の新しょうの多くは雄花を着生し
ており，雌花は先端近くの ， の新しょうにしか着生していなかった．米森ら ）は雄花を着生す
る 藤原御所 ， 禅寺丸 ， 籐八 および 花御所 を供試して，雄花は前年度に雄花を着生した母枝
から，雌花は前年度に雌花を着生した母枝から生じた新しょうに着生しやすいが，先端から発生し
た新しょうには雌花が着生しやすいことを報告しており．カキの雌雄性発現には栄養状態の差違よ
りも，前年度の母枝の花性や芽の位置が大きな要因であるとしている．
雌花と雄花を着生するカキ品種において，先端芽では雌花の花芽が，中位以下の下位芽では雄花

の花芽が形成されやすい機作についての生理学的解明が必要であるが，雌花着生の少ない 太秋 に
おける 年枝結縛処理により，雌花を着生する結果母枝が増加したことは結果枝確保にとって有益
と考えられる．

摘 要

年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の 年生枝に満開 週間前にそれぞれ結縛処理を行い，果実発育と
品質および翌春の雌花と雄花の着生に及ぼす影響について検討した．なお，結縛処理は の被
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覆線を用いて行い， 日後に取り外した．
結縛処理によって 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の結果率が高められ，果径肥大は 年生 太秋 で
は 月下旬以降，高接ぎ 太秋 では 月と 月中旬以降に高められた．満開期から成熟適期（カ
キカラーチャート値 ）までの生育日数は結縛処理により対照区に比べて 年生 太秋 で 日，高
接ぎ 太秋 では 日短くなった． 月中旬の 年生 太秋 結縛区の葉の乾物率と比葉重は対照区よ
り高く，対照区としては高接ぎ 太秋 は 年生 太秋 に比べて葉が大きく，比葉重の値は高かっ
た．
成熟適期の結縛区と対照区の果実の （ ）はそれぞれ， 年生 太秋 で と ，高接
ぎ 太秋 では と であった．
翌春において， 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の結縛処理区内の結果母枝新しょうの雌花着生率お
よび雌花数は対照区より高まった。
以上のことより， 年生 太秋 と高接ぎ 太秋 の 年生枝に対する結縛処理による果実生育日数
の短縮と成熟の促進および雌花数の増加は葉面積当たりの乾物蓄積量の増加にもとづくと考えられ
た．
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